
コンクリート診断技術’16への質問と回答 

 

＜質問①＞ 

応用編 4.4耐震診断 96頁 

式(a)を用いて E0指標を計算した場合， 

CTUSDの計算で曲げ壁を考慮せず，曲げ柱のみ考慮しているのは何故か。 

 

＜質問①への回答＞ 

本例題は「鉄筋コンクリート造建物の耐震診断基準・改修設計指針」に基づいた耐震診断ですが，内

容を抜粋して記述しているので，説明不足があったかもしれません。同指針の 189頁には次のように CTU

が定義されています。「CTUは，CT－F 関係で，E0指標の算出時における最大の F 値に対応する変形，

すなわち構造物の終局限界変形において発揮される累積強度指標 CTである。」 

式(b)を用い，かつ F=1.0 で E0指標を計算した場合，CTUも F=1.0 で計算するので，曲げ壁と強度寄

与係数分に相当する曲げ柱で計算します。97 頁の CT－F のグラフ（左側）で見ると，F=1.0 の時点の

CT=0.49が CTUとなります。 

一方，式(a)を用いて E0指標を計算した場合，最大変形に対応する F=2.96で計算します。極脆性柱お

よび曲げ壁は F=2.96では耐力を消失しているとみなされるので，曲げ柱のみで計算します。CT－Fのグ

ラフで見ると，F=2.96の時点の CT=0.21が CTUとなります。 
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コンクリート診断技術’16への質問と回答 

 

＜質問②＞ 

応用編 4.4耐震診断 102頁 

Pcの Asの７×７９４．２と Vsdの Awの２×６３．６２の数値の根拠は？ 

 

＜質問②への回答＞ 

(1)７×７９４．２は，柱部材の引張鉄筋の断面積の総和を計算しています。引張鉄筋の本数（7 本）と

引張鉄筋 D32の断面積（７９４．２ｍｍ２）を表します。 

(2) ２×６３．６２は，せん断補強鉄筋量の計算をしています。せん断補強鉄筋の本数（２本）とせん断

補強鉄筋φ９の断面積（６３．６２ｍｍ２）を表します。 

  



コンクリート診断技術’16への質問と回答 

 

＜質問③＞ 

応用編 4.4耐震診断 103頁 

θｓは，図４．４．２－１，２，３どの角度を指していますか？ 

また、θｓ＝９０°の，Ss＝３００ｍｍの数値の根拠は？ 

 

＜質問③への回答＞ 

(1) 「θｓは，せん断補強鉄筋が部材軸となす角度」を意味します。図４．４．２－３に配筋図が表示さ

れており，せん断補強鉄筋は柱部材軸に対して，９０°で配置されています。 

(2) 「Ssは，せん断補強鉄筋の配置間隔」を意味します。図４．４．２－３に配筋図が表示されており，

柱部材中間部のせん断補強鉄筋は，３００ｍｍで配置されています。 

 


